

























































































































































い､ iii)動作主性が希薄(属性)である｡ i ) ii)は自動詞文と共通する特徴であり､ iii)は名詞述語文
や形容詞述語文と共通する特徴である｡
3)影響受身文において､意味の内実は(恩恵性)とく迷惑性)であり､その内実の違いにより恩恵受身文
と迷惑受身文に下位分類される｡受影者が恩恵を受けるか迷惑を受けるかということは構造的意味と
事象の語嚢的意味に左右される｡恩恵受身文において(恩恵性)の内実は事象の語桑的意味からくる
影響であり､迷惑受身文において(迷惑性)の内実は事象の語嚢的意味からくる影響と構造的意味から
くる影響という二種類がある｡
第8章　反使役化自動詞文と受身文との関わりについて
自動詞文と受身文との意味的関連性は､動作主前提性と影響性との関わりで､有効に説明できる｡動
作主二格表示や意図副詞共起のような統語的観点は意味を説明するための一つの手段に過ぎない｡
1)事態変化において､対象物の内在的性質や静的な原因･手段､第三者無動作主が関わる場合､要因
が不明である場合は自動詞文しか成立しない｡これらの要因が関わる場合は､動作主前提性がなく､
＼
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影響性も関わらない｡
2)事態変化において､ニ格動作主､ニ格自然現象(動作主的用法)､意図副詞からわかる動作主､必須
動作主が関わる場合は受身文しか成立しない｡これらの要因が関わる場合は､動作主前提性が高く影
響性が関わる傾向があるが､影響性の度合は潜在的受影者の想定可否に左右される｡すなわち､潜在
的受影者が想定しやすいと影響性は強くなるが､潜在的受影者が想定しにくいと動作主前提性が高く
ても影響性は弱くなる｡このように､自動詞文と受身文はそれぞれ固有の領域において､動作主前提
性と影響性の特徴が明確に異なる｡
3)事態変化において､非必須動作主や自然現象(ニ格動作主的用法を除く)､動的な原因･手段が関わ
る場合は､自動詞文と受身文が意味的に近くなる｡受身文は､動作主前提性が低くなり影響性も弱く
なるため､自動詞文に接近し､置き換えられる｡
論文審査結果の要旨
本論文は､｢第1章　序論｣､｢第2章『てもらう』文の意味的分類｣､｢第3章『てもらう』文の成立度
と働きかけ性一名詞句と動詞の関わりから-｣､｢第4章『てもらう』文と『てくれる』文一成立条件と恩
恵性を中心に-｣､｢第5章『てもらう』文と受身文｣､｢第6章　働きかけ性が関わる『てもらう』文一使
役文との関係から-｣､ ｢第7章　意味からみた受身文の新しい分類｣､ ｢第8章　反使役化自動詞文と受
身文との関わりについて｣､｢第9章　結論｣の全9章からなる｡内容的には､第1章･第2章一6章･第
7-8章･第9章の4つに分かれる｡
第1章は､本論文の目的が､ ｢てもらう｣文と受身文とを取り上げ､意味的観点から関連構文と対照さ
せることによってそれぞれの意味的特質を明らかにする点にあること､及び､意味的観点として､｢ても
らう｣文の場合には｢働きかけ性｣と｢恩恵性｣､受身文の場合には｢影響性｣を取り上げること､の2点を
明確にしたうえで､両構文の意味と関連構文との関わりに関する先行研究について論じたものである｡
第2章～6章は､｢てもらう｣文を対象とし､以下の点について論じたものである｡｢使役的『てもらう』
文｣｢依頼的『てもらう』文｣｢受身的『てもらう』文｣といった｢てもらう｣文の意味的分類(第2章)､要求
応諾動詞･要求応諾不自然動詞､動詞の自他といった動詞の分類から見た｢てもらう｣文の成立度(第3
辛)､｢てくれる｣文との関連性(第4章)､受身文との関連性(第5章)､使役文との関連性(第6章)0
第7-8章は､受身文を対象とし､以下の点について論じたものである｡受影者の有無による｢影響
受身文｣ (これは更に｢迷惑受身文｣と｢恩恵受身文｣とに分かれる)と｢中立受身文｣といった受身文の意
味的分類(第7章)､｢壊れる一壊される｣｢外れる-外される｣といった対に見られる反使役化自動詞文と
受身文との関連性(第8章)｡
第9章は結論として､本論文の各章のまとめを記したものである｡
本論文は､ ｢てもらう｣文と､同じ授受構文として関連性の深い｢てくれる｣文､働きかけ性の強弱の点
から関連性を有する使役文･受身文とを取り上げ､また､受身文と動作主前提性および影響性の点で関
連性の深い反使役化自動詞文とを取り上げ､それぞれを対照させることにより､従来､あまり論ぜられ
ることのなかった｢てもらう｣文と受身文の意味的特質を明らかにしたものであり､現代日本語学の構文
研究として高く評価することができる｡
よって､本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
-115-
